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Ⅰ　災害発生
　平成 23 年 3 月 11 日（金）午後 2時 46 分にマグニチ
ュード 9.0 の巨大地震が東北地方を中心とする東日本を
襲った。今回の地震と津波による犠牲者は、9月 13 日




























































第 4 班による巡回診療出発後の午後 2時 50 分に救護班
第 3班 13 人を名古屋第一・第二赤十字病院へ帰還させ
るため同病院を出発し、往路と同様の陸路により 19 日















校の図書整理のため司書 1人を 9月 15 日から 17 日
まで派遣した。また、日赤本社からの要請により同
校の実習支援のため 1月 5日から 27 日まで派遣し
た。
５　 学内の災害救援ボランティアサークル学生 24 人と































































日本赤十字社定款（昭和 27 年 10 月 31 日　厚生省東社
第 520 号認可）










②全国　495 班　5,336 人（平成 22年 7月 1日現在）
２　 「大規模災害時における災害拠点としての施設利用
等に関する協定」












































医師 看護師長 看護師 主事 助産師 薬剤師
第一病院 常備10個 　12 人 　12 人 　12 人 　24 人 　22 人 　5人 　10 人 　―人 　26 人 　123 人
第二病院 常備 9　 10 13 9 25 19 2 6 ― 17 101
センター 予備 2　 11 2 3 6 6 ― 5 11 12 56
支　　部 ― 29 ― ― ― ― ― ― ― ― 29
合　　計 21 62 27 24 55 47 7 21 11 55 309




emergency  response  unit）
　大規模な自然災害等が発生した場合、このユニッ
トで、1日 100 人位の傷病者を 1週間治療可能な医
薬品・機材等を収納したコンテナを 3.5 トン積のト
ラックに積載して被災現場へ出動
４　緊急セット内容品の主なもの　（　）は数量
①タオル（4）、②ウェットティッシュ（1）、③ポケッ
トティッシュ（4）、④軍手（4）、⑤ゴム手袋（1）、⑥コ
ップ（4）、⑦物干しロープ（1）、⑧洗濯バサミ（10）、
⑨救急絆創膏（15）、⑩マスク（4）、⑪歯ブラシ（4）、
⑫携帯ラジオ（1）、⑬懐中電灯（1）、⑭鉛筆（1）、⑮
メモ用紙（1）
５　過去の主な救護活動
①明治 21 年　磐梯山噴火災害（災害救護の契機）
②大正 12 年　関東大震災
③昭和 34 年　伊勢湾台風
④昭和 60 年　群馬県御巣鷹山　日航機墜落事故
⑤平成 3年　　雲仙普賢岳噴火
⑥平成 5年　　北海道南西沖地震
⑦平成 7年　　阪神・淡路大震災
⑧平成 16 年　新潟県中越地震
